
2．検　査

2．1　検査の概要

　本橋は架橋以来、長期間の供用に伴い経年劣化による異状が発生していることが定期検

査で発見された。

　これらの異状を適切な対策を施し健全な状態に戻す必要がある。このために、橋梁の状
　　　　　　　　　　　　　　　へ
況を的確に把握する上で以下の検査を行った。検査方法は、若干の機器は使用するが主に

目視により行った。

検査に先立ち、必要な足場は設置した。

　今回実施した検査の概要は次の通りである。

（1）塗曇面の異状

（2）腐食検査　・

（3）リベット検査

（4）変形検査

（5）支承検査

部位、位置、腐食の状況（板厚測定、範囲）

・部位、位置、腐食およびゆるみ

部位、位置、量（曲がり量）　（衝突箇所なので浸透探傷で確認）

モルタル破損、沈下、腐食、可動不良

　以上の検査結果より本橋に発生した変状は主に腐食、リざリトg異状、．部材の変形及び

支承部の異状であっだ。変状の種類、部位、及び位置を図一2，1．ユ£f沫す。

　なお、全般的な検査（予備検査）を行ったのち、変状箇所につ“ては、詳細検査を行い、

この検査結果により、原因の究明、対策の方法、時期及び範囲を決定した。
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1　耐荷力の不足

①上弦材の腐食による断面欠損・・・…　　断面欠損12％

②下弦材の腐食による断面欠損・・・…　　断面欠損30％

③斜材連結部リベットの欠損…　　g…　　リベット全22本中8本欠損

④縦桁下フランジの腐食による断面欠損・・断面欠損ユ5％

⑤横桁腹板の腐食による断面欠損・・…　　（孔食部あり）

2　局部損傷

　⑥下支材連結部リベットのゆるみ

⑦下支材の曲がり変形と下フランジの局部変形

⑧固定支承のシュー座モルタルの損傷

⑨可動支承の土砂堆積による腐食と可動不能

⑩全面塗装劣化

図2．1．1　検査位置における変状項目
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2．2　検査体制

2．2．1検査員の人数と職務

　　　今回の検査に関わる検査員の人数と職務を以下に示す．

　　　　　　　表2．2．1検査員の人数と職務

数 職　　，務

検査主任 1 検査の全体計画を作成し、検査結果を基に考察を行う者

であり、主任技師相当の業務経験を有する者．

検　査　員 2 検査作業を統括し、安全管理に留意して、検査補助員と

の連絡を緊密にして検査を実施する者であり、技師B相

当の業務経験を有する者．

検査補助員 2 検査員の指示により検査作業の補助を行い、損傷のスケ

ッチや写真撮影などの記録を行う者であり、技師C相当

の業務経験を有する者．

関係検査員合言 5
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2．2，2　使用機器

今回の検査に使用する機器を以下に示す。

　　　　　表2．2．2設備および使用機器

種　　類 設備および使用機器

検査設備 全面足場《10．5m×50m＝525㎡）

照明設備 発電機　2KVA×1台

ランプ　20卵×2コ、コードリール　　50m×6コ

非破壊検

査機器

超音波板厚計、ノギス、キャリバー、ディップスゲージ

浸透探傷器一式、ストレッチ、直尺

その他 梯子、カメラ、ストロボ、フイルム、黒板、チョーク、

マジック、電動サンダー、ワイヤブラシ、ウェス等

2．2．3　検査工程

表2．2．3　検査工程

項目　　日数 1234567891011121314151617181920212223242526272

打合せ

作業計画

足場設置撤去

足場設置期間

予備検査

詳細検査

　現地検査

　データ整理

報告書作成

＝」一→　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　＝

」一　i　　　　　　　　　　　　　蝿　i

講．這・

　　　1．撃．i一一：

　　　　　　　　　　　　　　　1一『　　：

延べ人員 瑳1i　li1…1i寝砿麗縫麗瑳瑳麗麗衆i
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2．3検査要領

2．3．1　検査の全体要領

現橋の耐荷力およぴ健全性を定量的に評価するために必要な損傷調査項目とその計測

項目を迦に示す．また、各損傷における検査項目について満足する詳細検査手

法を表2．3．2に示す．

表2．3．1損傷項目と計測項目

損傷項目
計測項目

目視による有無

賭
長さ 幅 醐 尉 深さ

鋼材の腐食・欠食 O O O O O． O
鋼材の亀裂 O O O
部材の変形 O O O
リペットのゆるみ O O
塗装の劣化 O O O O
支瀦剛員傷 O O

表2．3．2損傷項目と検査手法

損傷項目
目視検査

（VT）

検　査　手　法

寸法計測

（スケール）

板厚計測

（板厚計他）

ゆるみ検査（

検鋲ハンマー）

浸透探傷

（PT）

鋼材の腐食・欠食 O O O
鋼材の亀裂長さ O O O
部材の変形 O O
リベットのゆるみ O O
塗装の劣化田 O
支承部の損傷 O

注）　塗装の劣化を評価する検査手法については、鋼道路橋塗装便覧（平成2年6月、

　住D日本道路協会）によるものとする．なお、そのほかの塗装の劣化についての検査

　手法については付録に示す．
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2．3．2　検査部位

検査を行う検査部位を図2．3．1と表2．3．3に示す．

2．3．3検査手順

各検査項目での検査手順およぴその検査要領を以下に示す．

（1》鋼材の腐食・欠食

　　　検査手順およびその検査要領を表2’．3．4に示す．

（2）部材の変形

　　　検査手順およぴその検査要領を表2．3・5に示す．

（3）リベットのゆるみ

　　　検査手順およびその検査要領を表2．3．6に示す。

（4）支承部の損傷

　　　支承部の検査は検査項目が多岐にわたり、検査上の注意点も多いことから以下

　　にその要領を示すこととする．

　　　なお、付録に支承部の検査要領、検査手順、支承毎の検査項目およぴ補修判定

　　基準を示す。

　①検査要領

　　　検査箇所としては、支承本体、付属品、支承と上下部構造との取り合い部など

　　がある．支承部の検査にあたっては、次の事項に注意して行う．

　　　●　可動支承の移動状態、破損および部材劣化の有無、ならぴに滑動に支障を

　　　　与えるゴミなどの付着状態．

　　　●　固定支承の支承状態およぴ損傷、部材劣化の有無，

　　　●　アンカーボルト、セットボルトの変状、破損およぴナットのゆるみ状況．

　　　●　支承座コンクリート、充填モルタルのひぴわれおよぴ沈下発生状況。

　　　●　支承の発錆、腐食の状況．

　また、支承部の変状は、下部構造や基礎の変状、伸縮装置や排水装置の変状お

よぴ取り付け盛土周囲地盤の変状にも影響されるので、これらの箇所の検査も合

わせて行う．

②　検査箇所と検査項目

　　検査箇所と検査項目を表2．3．7に示す．
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著…　2．3．…1．　　〕2ミ》、ノ参・ね監

検　　査　　部　　位
検　査　対　象　損　傷　項　目

亀　　裂 腐　　食 部材変形変状
　　，

リベットのゆ赫，煙

① 横　桁 O O
② 縦桁 O O

④
③ 上　弦　材 O O ○

④ 下　弦　材 ○ ○ ○

⑤ 斜材 O ○

主
　
　
　
構
　
　
　
造

⑥ 垂　直　材 O ○

⑦ 上横　構 ○ ○

⑧ 対傾　構 ○ ○ O
⑨ 下支材 O O

⑩ 下横構 O 0 O
⑪ 横桁と縦桁 O O 『

○

⑫ 上弦材と横桁 O ○ ○

⑬ 〃　　　斜材 O O O
⑭ 〃　　　垂直材 O ○ O
⑩ 〃　　　対傾構 O O O
⑯ ’〃　　　上横構 O O O
⑰ 下弦材と斜材 O ○ ○

⑱ 〃　　　垂直材 O ○ O
⑲ 〃　　　対傾構 O O O
⑳ 〃　　　下支材 ○ ○ OO

⑳ 〃　　　下横構 O O’ ○

⑳ 〃　　　ソールプレrト O ○ O
⑳ 垂直材と対傾構 O O O
⑳ 縦桁と上横構 O ○ ○

⇔
支
承
部

⑳ ソールブレート ○

⑳ 支承外面 O
⑳ 支承内部摺動部 ○

⑳ 支承アンカーボルト O
⑳ 沓座モルタル ○
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表一2・3・4腐食検査手順

検査手順 要　　領 備　　考

予
　
　
備
　
　
検
　
　
査

①．．　検査部位決定 表一2・3・3により検査部位を事前に

　塗膜そのものの劣化部

　は除外する。

・必要に応じ双眼鏡等を

　使用する。

目視検査

　　（異常なし）

判　定

　　（有り）

　　　　終了

確認，決定する。

塗膜の著しい変色部、発錆部及び明

らかに腐食により欠損している部位

を目視により検査する。

堆積しているゴミ等は排除して検査

する。

上記該当部分を異常と判定し、その

部位及び位置を「検査結果記録シー

ト」に記録する。

査

乙1

　他の損傷検査と合せ立案する。

　ハク，リ状態の塗膜．浮き錆等をスク

　レーバー又はハンマー打撃等により

　除去する。

　塗膜変色部はウエスぶき又はサンド

　ペーパーがけにより表面のみの異常

　か否かを確認する。内部まで異常が

　ある場合はスクレーパー等により塗

　膜をハクリする。

　明らかに母材に腐食が認められる範

　囲の長さ、巾．と腐食範囲の概略中心

　と近傍格点位置の距離をコンベック

　スルールにより計測する。

　部材の両面及びウエブで2分されるフ

　ランジ面の場合は各々の面又は側に

　おいて計測する。

（例）

　　　　　　　　　Ll
ウェブ

詳細検査計画

⑤　　　検査準備

⑥

　必要に応じ足場の追加

　設置を行なう。

・塗膜表面のみの異常は

　「塗膜損傷」と記録
　し、腐食より’除外す

　る。

・計測はmm単位とし、1
腐食範囲測定

の位を切り上げる。

貫通腐食についてはそ

の寸法形状、位置を下

図要領にて計測する。

L3

1 ’触竃「 乙壕1、二・

3

．’

錫
貫
通 部

N
山

フラγジ

2

（
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点
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・
漕
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I
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詳

細

検

査

検査手順

⑦ 腐食量測定

⑧ 判　定

⑨検査報告書作成

　　ロ
（遭へ）

要　　領

手順⑥で測定した腐食の範囲内で腐
食最（し）を測定する。

腐食撮の測定方法は下記に示す2通り

のいづれによっても良いものとす
る。

（1）残存板厚計測

　6ノギス，キャリパーゲージ又は超

　　音波板厚計による残存板厚（し0）

　　の計測。

夙齢ジ
一　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一

，・帆㍑
”

’
ち
ず
r
　 ～儀』．　『1・’

、

一

顎亘

　　　　腐食量しニT－tO

　　　　T：健全部板厚
（2）直接腐食量計測

　。ストレッチ及び直尺を用いて計

　　測

直尺

揮そ㌔∵

　辱

．秘轟言蝋笹・．． f舞’、
．』閣＝亨1諏；

ストレ7チ

一

計測は、約100mmビッチの格子状と

する。

し
100100100’”

8
8

腐食部分について下記項目を「検査

結果記録シ㌣ト」に記録する。

（1）腐食範囲，位置

（2）貫通腐食範囲，位置

（3）最大腐食部分の応力直角方向計測

　　ライン上の計測値平均

（4）最大腐食量．

一177一

備　　考

計測はmm単位で小数
点以下1位まで読みと

るものとする。

超音波板厚計を用いる

場合は腐食面の凹凸に

より精度が影響される’

ので、取扱説明書を確

露するとともに別の方
矛去による言†硯1阿直により

キャリブレーションを
行なうのが良い。’

直尺の代りにマイクロ

メータを用いた簡易治

具が有効である。

ただし、1ライン上最

が3点は計測する。

修



表235　部材変形検査手順

検査手順 要　　領 備　　考

予
　
　
備
ー
検
　
　
査

①　　検査部位決定 表2・3・3により検1査部位をξ餌前に確

・必嬰に応じ双眼鏡等を

　使用する。

目視検査

②
③
　
　
　

（異當なし）

｛
疋
（
看り）

認，決定する。

部材の変形あるいは座屈の有無を目

視により検査する。

．ヒ記該当部分がある場合は、その部

位及ぴ位置を「検査結果記録シー
ト」に記録する。

詳
　
　
細
　
　
検
　
　
査

詳細検査計画

変形量の言1測

他の損傷検査と合せ立案する。

（1）大山り変形の場合

　。ストレッチ又は張糸により履大
　　変形旦（（11）を直尺により計測す

　　る。

　一
必要に応じ足場の追加

設置を行なう。

大曲りは主として下図

のように部材全体が変

形している場合をい
う。

局部変形は下図のよう

に張出しフランジの自

一

ストレッチ又は

張糸

　　　　　畝斗

（2）局部変形の場合

　。ストレッチを当てて、最大凹凪

　　（d2）を直尺により読みとる。 由縁が変形しているよ

うな場合をいう。

　o

⑥　　　　判　定

⑦　　検査報告書作成

　　　　（処置へ）

ストレッチ　　　　　　　　　　　d2

　　　　　　直尺

　　。母材及び近傍溶接部の亀裂
　　　　　　　　　　　　　　’
　　　等の有無を染色浸透探傷法によ

　　　り検査する。

　変形の発生部位，位置及び寸法形状

　又、染色浸透探傷検査の結果を「検

　査結果記録シート」に記録する。
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表236 リベットの検査手順

検査手順 要　　領 備　　考

予
　
　
備
　
　
検
　
　
査

①　　検査部位決定 表2・3・3により検査部位を事前に確

　認，決定する。

　溶接部孔群毎に、リベ1ントの欠落，頭

　部の欠損，錆汁の布無等の異常を目視

　により検査する。

　『予備倹査で近接可能な部位は⑤の手

　順により、リベットのゆるみ検査を

　合せて実施する。

　上記該当部分がある場合は、その部

　位及ぴ位置を「検査結果記録シー
　ト」に記録する。

　他σ）損傷検査と合・せ立案する。

　リベット部について以下の検査を行

　なう。

（1）リベットのゆるみ

　。検鋲ハンマーにてりベット頭部を

　　軽く打繋する。

　。異常音，リベットの動きなどある

　　場合は欠陥部とし、その孔群を全

　　数検査する。
（2）リベットの欠落

　・明らかにリベットが欠落し、孔が

　　貫通しているか、又は孔中にリ
　　ベット残片が残っているかを確認

　　する。
（3）リベット頭部の欠摂

　・腐食等によるリベット頭部の欠損

　　の有無を確認する。

　・欠損が著しい場合は必ずゆるみ検

　　査を行なう。

　欠損部の部位，位置を「検査結果で記

　録シート」に記録する。・

目視検査

②
③
　
　
　
　

（異常なし）

ア』弓

疋
（

有り》

詳
　
　
　
細
　
　
　
検
　
　
　
査

詳細検査計画

・必要に応じ双眼鏡等を

　使用する。

　必要に応じ足場の追加

　設置を行なう。

・状況に応じて抜取検査

　とする。

・ハンマー打準によりリ

　ベッ．トが落下すること

　も考えられるので橋下

　の安全i儲琴対策を置1’

　る。

・リベット残片が残って

　おり落下の恐れのある

　ものは取除いておく。

　　　　　　　欠摂卵

詳細検査

⑥　　　　判　定

　　　検査報告書作成

一メ1
癒餓　＝蝦へ襟・

　　1
　十
（処置へ）

叫・■…鵜　・

　1
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2．・4　検査結果
　　検査結果記入シートに各損傷の検査結果を記入したものを示す。

検
出

⑲損傷名　一・

⑳損傷No． ■o’一　1

シートNo．
維持管理

　　検査結果記録シート

（作成年月日）

HO年O月0日

〔作成者》

○○一IDil」。i・i，

項　　目 内　　容 ⑦　一般図

｝
　
般
　
事
　
項

①僑梁名 △△禰 回田田　　　団圃国回回回

②橋形式 ヱ蹄弟㈹ラ又
1

③管理者 ○○、 IF　　　　　　M
④設置時期 SO井O月 隼’
⑤供用年数 OO 灘

｛軸線図とし・部位喪示のために・桁No．櫃点削o，を任意に椅す1．

『一　「『

　　② 1

⑥最新点横
検査時期 50　0日

項　　目 ④予備検査 ⑤詳細検査 備　　考

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊨・無 ㊨・無 ・O印を袴す。

⑨検査時期 H．QQQ～HQQQ，・ 目QQQ－h，Q（〉Q． ・以隠有の場合

⑩検査範囲 i　2回～回 z回～囚 ・一般図のNo．で示

⑪検査部位 A－3 A－3 ・訓立記述

⑫対亀数 20 3 ・検査範囲内敷鼠

⑬塗膜有無 ㊦無1ハクリ方法　　　｝ 有⑱・クリ方沽　　　｝

検
査
方
法

⑭方法 日　鵜 ，・．　　勧則 ・目視，NDl他

⑮条件
脇1＝《撒ヱの鱒

（雇候）牡卯

・
，
ハ7巳以範の頻、糸錆恥
ズワ困餌，’収襯鶴覧埆

　　　　　　　し　の　丙づ．t撹レ払

・探伽条鈴他

⑯検査者 ○ ○○
⑰検査結果 望　缶リ z匡］回囚，。　あり

⑲損傷位置 θz1回一囚 1下欄⑪に図示する》 一鞭劇・・を川
．いて

⑳詳細検査

結　　果

｛喪面状況》　　　　　　　　　　　　　画面状況｝

　　　　　　　　　5 辮コ　　　　タz‘弦孤
　＼　　！
＼　　　　／
　、 ，影

　　一1
1
8
｛部位、位置、帆傷の捏度を図及び駄値により具悼的に肥録する｝

⑰特記事項

〔摸査状況、眠伽収況又は迫加検査の要否、その饗領などを記述する，
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検
出

⑲損傷名　’

⑳損傷No． 夏o’一2

シートNo． 維持管理

　　　検査結果記録シート

1作成年月日l

H　年　月　日

1作成者》

○○正三bil－o弼z

項　　目’ 内　　容 ⑦一般図

一
　
般
事
　
項

Φ僑梁名 △△福
回□田回回国囹国囹回回

＿一％騨．

②橋形式

『
③管理者 ○○艮 ド　　　　　　　■

　　　　‘
④設置時期 30卑○目

⑤供用年数
・
○ ○ 審一一 ，　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一9　■

⑤舶胃点検

　横査9期
30年○自『 ㈹縮図とし、郎位衰示のために、聯阿o．略点No．を任意に鳩す｝

項　　目 ④予備検査． ⑧詳細検査 備　　考

　　6

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊨・無 ㊨・無 ・OF噂桝・

⑨検査時期 HQQQ噌QQQ HQQQ～HQQQ
・以晴有の場合

⑩検査範囲 」　回～回 匂乙固～［可 ・一椴図のNo．で示

」一一⑪検査部位 A一升 A一 ・邸位塵e述

⑫対象数 1乙 τ ・横究鞄囲内顕鼠

⑬塗順有無 ⑤船クリ方法　　　》 有⑤ハクリ方ポ　　　，

検
査
方
法

⑭方法 自額． 窮　　　　電笈、 ・印見。～Ol他

⑮条件
蹴1二纏灘の鱒

（属傲）転y7

・’朔収臨塗腹，痂銘嗜切を

，欄，A只荊鯛1副徽嶋
θ彪’。　　イ　　鋤レ＿

・課似条件他

⑯検査者 ○○ ○○
⑪検査結果 ’　、尚コhl z匿］　に’茄あ1
⑱1貝傷位匿 4z匿］～国 仔醐⑪に図示する》

・一般図中No．を川
いて　’・

⑳許細検査

　結　　果 一
z々T弦わ

｝

⊂衰面状況》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ甑面状況》

．ユ

名
／
　
　
　
　
　
　
　 ；客　嘲帰

1聞位、位匿、温傷の糧度癒図及σ数値鑑より夙休的に肥鵠する，

⑳特記廓項

d負査収況．1A侮状況又は迫加帆査の要否、その妻訊などを記述する》
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検
出

⑲損傷名　　△

⑳損傷No． 皿Ol－4一

シートNo．
｛作成年月日》

H　年　月　日

《作成者）

○○皿ioil一δlol

項　　目 内　　容

般

事

項

①橋梁名　△△　橋

②橋形式上路単免屯トうス

③管理者○○黒

④設置時期づ○Oh

⑤鯛年数○○卑
⑤燧離‘，○与○呂

①一般図

回田田固回国圃田固

Fl

灘

H

r

（軸縮図とし、郎位裳示のために、桁No．搭点No，を任意に符す》．

項　　目 ④予備検査 ⑧詳細検査 備　　考

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有魚 ㊨・無 ㊨・無 ・O印斜毎す．

⑨検査時期 “．○○一“，○○○ uOOO－HOOO
・以降有の鴫合

，

⑩検査範囲 5Tl～3回～囮 訂3回～回
・一般図のNo．で示

⑪検査部位 A弘 A－z， ・部位記述

⑫対象数 30 量 ・挨査範囲内数羅

⑬塗膜有無 ⑤無いクリ茄　　　》 有・⑤・クリ描　　　　》

検
査
方
法

⑭方法 自視 寸三去，杯　計三則 ・目視，～Dl他

⑮条件

自視1＝毬膜1・響

噛食）”7

・1・7・H磯の塗膜離醒脚レー紀

・繍誤糠静 ・1剰窺条件‘1聖

⑯検査者 ○○ ○

⑰検査結果 異島劃 5τ3回～圃1二離ポ．

⑱損傷位置 5r弓回1～回 ‘下欄⑳に図示する，
・一般図巾No．を川

いて　’r

④詳細検査

結　　果

　　　｛衰面状況，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛断面状況》

回　　　　　　　　　圃
1 1

葺

呂
一δ

一 ，匝」噛

　　　　　　　　　L回艶〆
｛邸位、位置、掘傷の糧度を図及び数値によりA俸的に記繰する1

⑳特記事項

1横査状況、横侮状況又‘3追加楓査の要否、その要頴などを冨己述する》
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出

検⑲損傷名雇肩
噛

⑳損傷No． 一〇1’ラ

シートNo． 維持管理

　　検査結果記録シート

（作成年月日》

H　年　月　日

1作成者｝

○○正ioil」oio婁

項　　目 内　　容 ⑦一般図

一
　
般
事
　
項

①橋梁名 △△
回団田団凹国圃田

「

57：’　∫ア2　5ア3

②橋形式 工蹄勇旨

③管理者 ○○政 　　　　　　　図lF

④設置時期 β○舛○目 甲
⑤供用年数 OO舛

騰三
■　　　　　　　　　－　　　層　　　　一　　　　　　　　　　一

｛軸纏図とし、　邸位異示のためにも蔀iNo1昌点No．をf壬意‘こ符す，．

⑰

⑥品新点検
貧査瞬期

β○昇○角

項　　目 ④予備検査 ⑧詳細検査 備　　考

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊨・無 ㊨・無 ・O印を符す．

⑨検査時期 HQQO．一HQQQ HQQQ－HQO．Q
・以錘有の唱合

⑩検査範囲 ・回～圃 編回 ア’ん3ス3
・一般図のNO．で示

⑪検査部位 一1 一， ・酬立肥述

⑫対象数 ZZ z ・検査範囲内数冊

⑬塗膜有無 ；有・無｛ハクリ方法　　　　　　　　　　　　》 有⑱・クリ茄 》

検
査
方
法

⑭方法 a’ 饒測 ・目視，ND馳

⑮条件
働乙幽藁算の馳．．．

（　　エ》ワ
の

・ハ猟鮭φ勲濃粥卿
レ政㈲閥蠣，畑激ゆ
　　　イ　詫しt．

・課働条件他

⑯検査者 ○○
⑪検査結果 畷　あ・ 旗桁［郵71㌧∫ア3iO あ1

⑱損傷位置 匡］5プノ〃3 1下欄ゆに図示する》
・一般図中No．駈川

いて　

⑳辞細検査

結　　果

∫7弓

　　　15q　　　．，

｛顕面吠況｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛断面状況プ

取　4・門、
　　s
厳｝し→一謡・

　　　皇、：ンノ

　　無

彫　毎量
　　　．　乞

　　　　　　、

｛部位．位置．櫃傷の糧腐を図及ぴ救値によりA体的に記録する1

互

回．ミ

⑳特記事項

1襖査状況、損侮状況又は追加検査の要否。その要績などを記述する1
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検⑲損傷名1困ツトの物冴

出⑳1員傷N・． 一〇1一も

シートNo． 維持管理

　　検査結果記録シート

⊂作成年月日》

H　年　月　日

1作成者1

li。il一・iol6

項　　目’ 内　容 ⑦一般図．

一
　
般
事
　
項

Φ橘梁名 △△橋
回田田団回固回国回回圃

②僑形式 毘騨純トラス

lt
③管理者 ○○県

雛
o

匠II

　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　’

M

④設置晴期 ○与○

⑤供用年数 ○○辱 一』　　　　．，　一脚　　　　　　　一 一．響＿『一
勧　　　！

＝二『一工

⑤餓鵯点捜
検査時朋

～．○年○汽 1軸線図とし、郎位表示のために．桁No．陥点No．創壬意に拘す》

項　　目 ④予備検査． ⑧詳細検査 備　考

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有撫 ㊨・無 ㊨・無 ・O肌鱒す・

⑨検査時期 H．　○一“○○． HOO一“QOO
・以競有の場合

コー⑩検査範囲 下支　回［口匿］回［コ9回 下支符回触イ貝1 ・一般図のNo．で示

⑪検査部位 巳・20 ら一” ・瓢位夏己述

⑫対負数 2Z 1 ・1貧査範囲内数凝

⑬塗膜有矯 有・熱｛ハクリ方法　　　　　　　　　　　　　， 有・無くハクリ方法　　　　　　　　　》

検
査
方
法

⑭方法　， 6　視 1、ン：7一 ・則見．NDl他

⑮条件
6視1舜辮認
‘1ベツD腐■） ・螺傷条件他

⑯検査者 ○○
⑰検査暴課’愛当翻 下榊回姻貝同糾醐ン
⑱指傷位置 下嫉回車但 ‘下醐⑳に図示する1

・一般図巾No．を川

いて　魎r

⑳群細検査

結　　果

．繭釈5兄1　　　　　　　　　　価面状遊1

　　　回
　　　　　　　　　リ心ソ楠鳩取3獅
　　　　　　　　　　　　●印、．尾

i5

10 按
11 R

o

『 ！ao

｛陥位、位償、1A傷の撒度壷図及び駄値監よりA膣的に記録する》

⑫特記事項

‘検査状況、撮伽状況又は迫加膿査の要否鴨その要航などを記述する》
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シートNα 糸佳｝寺管理

　　　　　　支承点検結果記録シート

作成年月日 作成者
πol－Obら H．○ ○Oo

橋梁名 ○○　　橋 点検年月日 H．　OO （一般図）

　Fi淀　　　　　　　　　　　　　　　　　　M・》．橋形式 上路届純トラ又 気　温

支承形式 ピ。ン 点検位置

⑤
一
坤 、ぐ、．、．乙＼

⑧設置時期 点検者 ○○

点　検　部　位 点　検　内　容 判　　定 摘　　　　　　　要

上 上部工支点部 ソールプレートの変形、損傷 有　無
部取 溶　　接　　部　　の　　亀　　裂 有　無
工り

と合 上部工と上沓 上部工と上沓との密着度 良　否

のい の取り合い部 取付掃卜，ナ7トのゆるみ・腐食及び損傷 有　無

本体部の腐食及び損傷 有　無
上　　　　沓 下側滑り面の腐食及び損傷 有　無　不明

移　動　制　限　部　の　損　傷 有　無

ピ　ン　接　触　部　の　異　常 有　無　不明

本体部の腐食及び損傷 有無
立　ち　上　り　部　の　損　傷 有　無

下　　　沓 ローラー転がり面の状況 良　否　不明
ピ　ン　接　触　部　の　異　’常 有　無不明

支
移　動　制　限　部　の　損　傷
アンカーボルト穴周辺の損傷 麟
本体部の腐食及び損傷 有無

承
底　　　板 ローラー転がり面の状況

アンカーボルト穴周辺の損傷 齢不明
サイドブロック 本体部の腐食及び損傷 有　無

ピンチプレート 取付ポルトの腐食及び損傷 有　無
本

キャ　ッ　プ 本体部の腐食及び損傷 有無
リ　　ン　　グ 取付ボルトの腐食及び損傷 有　無

体 ピ　　　　ン 外　部　か　ら　見　え　る　損　傷 有　無　不明

カバーの腐食および損傷 有無
ローラー枠 連結板の腐食及び損傷 有　無　不明

ヵバー組立ビスの腐食及び損傷 有　無

ローラーのはみ出し、逸脱 有無
ローラー ローラー、支圧板の腐食及び損傷 有　無　不明

ピニオン、ラックの腐食及び損傷 有　無　不明

シールリング 全　般　状　況　及　び　損　傷 有　無　不明
カ　　パ　　ー

ベアリング は　み　出　　し　、　逸　脱 有　無　不明
プレート クラック、割れ等の損傷 有　無　不明

下
部
工
と
取

下部工との
　取り合い部

下沓、底板の据え付け状況
アンカーボルトの腐食及び損傷
アンカーボルトの抜け出し、
　　　　　ナットのゆるみ
溶　　接　　部　　の　　亀　　裂

良　否不明
有無

㊨無
有無

一6　0幽

　　　副

のり

A
口
い

下部工

　支点周辺部
土　砂　、　異　物　の　堆　積
化粧　モ　ル　タ　ルの　損　傷
充愼　モ　ル　タ　ルの状況

有　無

㊨無
良　否不明

．7幼イルけ叫
　のゆ3で

機 移　動　回転時　の　異常　音 有無　不明
能
確

回　　　転 回　転　機　能　の　確　認
前　後　の　遊　間　寸　法

良　否　不明
良　否 固定側　㎜、反対側　　㎜

重刀
昌心』 移　　　動 塗膜による移動の痕跡 有無不明

擁み　に　よ　る　移動状況 良　否　不明
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シー隔　　維持管理 作成年月日 作　成者

豆Ol一咽　　　　　支承点検結果記録シート H．○○○

橋梁名 ○　　　橋 点検年月日 H．○○　『 （一般図）

　所ン　　　　　　　　　　　　　　解・レ．橋形式 工路単統←旗 気　温

支承形式 o一う一 点検位置
＠とて・一沈・慈，－．、、・ン．

耐
設置時期 O　l 点検者 ○

点検部位
上
部取
工り

と合

のい

支

承

本

体

下
部

工
と取
のり

合

い

機

能
確
認、

上部工支点部

上部工と上沓
の取り合い部

上 沓

下 沓

底 板

サイドブロック
ピンチプレート

キャップ
リ　ン　グ

ピ ン

ローラー枠

ローフー

シールリング

カ　バ　ー

ベアリング

　プレート

下部工との

　取り合い部

下部工

　支点周辺部

回

移

転

動

点検内容
ソールプレートの変形、損傷
溶　接　部　の　亀　裂

上部工と上沓との密着度
取付轟卜，ナ輔のゆ赫・腐食及び損傷

本体部の腐食及び損傷
下側滑り面の腐食及び損傷

移動制限部の損傷
ピン接触部の異常
本体部の腐食及び損傷
立ち上り部の損傷ローラー転がり面り状況
ピン接触部の異常
移動制限部の損傷アンカーポルト穴周辺の損傷

本体部の腐食及び損傷
ローラー転がり面の状況
アンカーポルト穴周辺の損傷

本体部の腐食及び損傷
取付ポルトの腐食及び損傷

本体部の腐食及び損傷
取付ボルトの腐食及び損傷

外部から見える損傷
カバーの腐食および損傷
連結板の腐食及び損傷
カバー組立ビスの腐食及び損傷

ローラーのはみ出し、逸脱
ローラー、支圧板の腐食及び損傷
ピニオン、ラックの腐食及び損傷

全般状況及び損傷

はみ出し、逸脱クラック、割れ等の損傷

下沓、底板の据え付け状況
アンカーポルトの腐食及び損傷
アンカーボルトの抜け出し、
　　　　　ナットのゆるみ
溶　接　部　の　亀　裂

土砂、異物の堆積
化粧モルタルの損傷
充填モルタルの状況

移動回転時の異常音
回転機能の確紐前後の遊間寸法塗膜による移動の痕跡
擁みによる移動状況

判　定

有無
有無

良否
有無

有無
有無不明
有無
有無不明

薯舞

暑禦翔
薯饗

有無
良否不明
有無

有無
有無

有無
有無

有無不明

有無
有無不明
有無

有無
謝　無不明
　無不明

有無不明

有無不明
有無不明

良否不明
育無

有無
有無

㊨無
有無
良否不明

有無不明

縢葉1
良否不明

摘 要

幽

4
噸き1，、

・工砂椎積トよ5腐／葭

・o一ラ」r動不能

固定側　　㎜。反対側　　㎜
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2　5　検査結果の全体まとめ
　検査結果全体を阯、a一曼．1に示し、 各変状の模式図を図72．5。2～1ρに示す。

欄長 50000

一

、
　
、
　

．￥

0

　　　　　損傷③

0　　　　　　　　　　　支11“

　　　　　　　　　　口11

4goOo

輯

4QO 報員 5500　　　　400
♂

セメントコン夘 卜金0装50

RC床 一50

～

4 00

一

　　　　（
　　　　一（

　　　　o
　　　　『

一

1

『

0
「

35

8
0
マ

漁損傷⑤ 損傷① 損傷④

三i卜 1　耐荷力の不足

①上弦材の腐食による断面欠損・…

②下弦材の腐食による断面欠損・…

③斜材連結部リベッ轟欠損…9・

④縦桁下フランジの腐食による断面欠損

⑤横桁腹板の腐食による断面欠損…

・・断面欠損12％

・・断面欠損30％

・・リベット全22本中8本欠損

・・断面欠損15％

・・（孔食部あり）

損傷⑧ 損傷⑦ 損傷⑥ 損傷⑨
只吻Ψ

o
o
嶋

9り

損傷②

2　局部損傷

⑥下支材連結部リベットのゆるみ

⑦下支材の曲がり変形と下フランジの局部変形

⑧固定支承のシュー座モルタルの損傷

⑨可動支承の土砂堆積による腐食と可動不能

⑩全面塗装劣化（塗装必要）

図一2・5・1　変状一覧表（変状の発見された箇所）

一193一



一

、
、
．
、

腐食箇所

①上弦材の腐食による断面欠損

　　　　　　　　　　橋長50doO

500 支間49000 500、

　　　　＼

腐食箇所

1⑲

450

深さ：4開）

ooeり

図一2．5．2　変状①詳細
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②下弦材の腐食による断面朱損

備災　oUU）

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　『一

、
、
．
、

補修箇所

500

橋長50000

支問49000 500

3000

腐食箇所

腐養（深さ：2闘）

　　図一2．5．

　麺

　　　　］

3　変状②詳細
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③斜材連結部．リベットの欠損

　　　　　　　　一一

、
、
．
、

腐食箇所

【∩∩500

橋長50000

支間49000 500

←『

一一一　謡『雷”，’「r”’

　　　　　o＼　　　1
　　　　　　ヤ　　　　。。oノ
　　　十〇〇ノ
　　　2・士〆　1

〃

（リベット22本中7本・1ベッ隙欠紛

’●手前側

×向う側

図一2．5．4　変状③詳細
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⑤横桁腹板の腐食による断面欠損

腐食箇所

400　　　　醐員 550Q　　　　400

tメ升コカう・｝加狡50

4

8
0
》

3

腐食箇所
．、も◎

．3

25◎

o　擁イ
OD

　の

o

図一2．5．6　変状⑤詳細
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⑥下支材連結部リベットの弛み

400　　　相員 5500　　　　400

セメントコカ，・ 榔抜50

4

凸

…ii

マ

3

弛緩箇所

σ2本中3本弛緩）

●弛緩箇所
下弦材

リペ7トの弛緩 却／

／

リベット添接部詳細

下支材

図一2．5．7　変状⑥詳細
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⑦下支材の曲がり変形と下フランジの局部変形

4QQ 相員 5500　　　　4bO

…ii

マ

セメントコカワ・ 卜ao裟50

イ

35

変形箇所

下フランジ局蔀変形部

下弦材

蓬 ，，挫拶

8，颪

　鋤

雄

ヤ支材
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2．6　検査時の足場

検査に先立ち、安全対策、環境対策を考慮して検査時の足場を設備する。

回工

橋長50000
1

￥
　
￥
　
￥

支 49000　　　　　　　　　　　5

皆

0 幅員5500

セメントコンクリー

R　床板　150

0

ト 装　50

／

ころばし・足場パイブ1本麗900

足場チエーン

4500

／

3500

＼

o
o
ゆ

寸
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2）　足場工歩掛り

　①調査足場工歩掛

　　　　　　　　　　q
　　　　　　　Q＝一　（㎡／日〉

　　　　　　　　　　y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．06
　　　　N≦5000　　　y＝0。　18－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5000

　　　　5000＜N≦15000　　y＝0．12

　　　　　　　　　　　　　　　　Q＝75

　　　　ただし　N＝施工面積　　（㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　歩0．3
　　　　　　　　　　　　　　　掛
　　　　　　　　　　　　　　　（　0．2
　　　　　　　　　　　　　　　y
　　　　　　　　　　　　　　　）　0．1

N（人／憎2）

1000　　　　5000　　　　　10000

　施工量　（N）

15000

②施工日数

　　上記より求める。

　　N＝500㎡

　　　　　　　　　　　0．06
　　　　y＝0．18一　　　　　　×　500＝0．174
　　　　　　　　　　　5000

　　施工日数（組立、解体）

　　　　へ
　　　　　　　　　9
　　　　Q＝　　　　　　　＝　52（㎡／日）
　　　　　　　0．174

　　　　　500
　　故に　　　　　＝　10日、（組立6日、解体4日）

　　　　　52

　　編成人員
　　　　世話役　　　1人
　　　　橋梁特殊工　　　5人
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3）　トラス橋足場工数量表

A＝10．5×50．0＝525㎡

全　面　足　場 単位 1橋当り数量 1㎡当り数量 足場タイブ組合せ

足　場　バ　イ　ブ m 1040 1．98

作業足場
　十
手　　　摺

　十
2段足場

ク　　ラ　　ン　　ブ 個 。578 1．10

足　　　場　　　板 ㎡ 『　　　　310 0．59

足場チェーン（5m） 本 299 0．57

安　全　ネ　ッ　ト ㎡ 682 1．30

防　災　シ　ー　ト 〃 682 1．30

足　場　板　止　め 箇所 709 1．35

1㎡当り重量29．4kg／㎡

　　　　　（注）　　手摺・2段足場を使甲するときは下毒の項目を加算する・

足場タイブ組合せ表（1㎡当り）

工　　種 足場タイブ 足場パイブ

　　　　m
クランブ
　　　　個

足　場　板
　　　　㎡

足場チェーン

　　　　本
安全ネット
　　　　㎡

防災シート
　　　　㎡

調査用足場

2，9m＜2≦4．8田

全面足場A
作業足場　B

3．89
0．57

2．03
0．16

1．28

0．37

（5m）

　　　0．69
1．32
1．30

1．32

　一

手　　摺　C 　　　0．64ご 0．50 0．05 一 一 一

2段足場　D 0．77 0．44 0．17

（3m）

　　　0．18 一 一

計
5．30
1．98

2．97
1．10

且．50

0．59
（5m）　0．69
（3旧）　0．董8

1．32
1．30

1．32

　一

工　　　種 足場タイブ 足場板止め
　　　箇所

重　　　　量

　　kg／㎡

調査用足場

2．9mく2≦4，8m

全面足場　A
作業足場　B

2．79
0．82

38．6
20．5

手　　摺　C 0．［6 3．0

2段足場　D 0．37 5．9

計 3．32
47．5
29．4

（注）　　上段をA＋C＋D
　　　　下段をB＋C＋Dとする。
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